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資治通鑑 第 197 卷 

【唐紀十三】 趣昭陽單閼四月，盡旃蒙大荒落五月，凡二年有奇。 

■唐、突厥突厥、高句麗高句麗、続国訳漢文大成 経子史部 第 11巻 234p 

太宗文武大聖大廣孝皇帝中之下貞觀十七年（癸卯，６４３年） 

【太子謀反、結局晋王を太子とす】 

■［太子の謀反告げらる］夏，四月，庚辰（16-16+1＝１日）朔，承基は變を上り， 

「太子は反を謀る」 

と告げる。長孫無忌、房玄齡、蕭瑀、李世勣に敕し大理、中書、門下と之を參鞫せしめ（唐の制では凡そ国の

大獄は、三司が評決す。三司は給事中・中書舎人・御史），反形は已に具わる。上は侍臣に謂う、 

「將た何を以て承乾を處せん？」 

群臣は敢えて對える莫し，通事舍人の來濟は進みて曰く、 

「陛下は慈父為るを失わず，太子は天年を盡くす（天命を全うす）を得れば，則ち善からん矣！」 

上は之に從う。濟は，護兒（隋の将軍、宇文化及の難に死す）之子也。 

■［太子を庶人とす］乙酉（21-16+1=６日），詔して太子の承乾を廢して庶人と為し，右領軍府に幽す。

上は漢王の元昌の死を免じんと欲し，群臣は固く爭い，乃ち自盡（自決）を家に賜い，而して其の母（孫嬪）、

妻、子を宥す。侯君集、李安儼、趙節、杜荷等は皆な伏して誅せらる。左庶子の張玄素、右庶子の趙弘智、

令狐德棻等は諫爭する能わざるを以て，皆な坐して（11-234p）免じて庶人と為す。餘當の連坐する者は，

悉く之を赦す。詹事の於志寧は數々諫めるを以て，獨り勞勉（労い励ます）を蒙る。紇干承基を以て祐川府

（岷州に在り、隋志に岷州臨洮県に北周は祐川郡を置くと。唐は郡名によりて府とす。甘粛省蘭山道岷県、現・隴南市宕昌県）の折衝

都尉と為し，平棘縣公に爵す。 

■［侯君集は自ら裁決して誅殺］侯君集は收められ，賀蘭楚石は復た闕に詣りて其の事を告げ，上は君集

を引きて謂って曰く、 

「朕は刀筆の吏をして公を辱か令めるを欲せず，故に自ら公を鞫する耳。」 

君集は初め承引せず、楚石は具に始未を陳じ，又た承乾と往來する所の啟を以て之に示し，君集は辭窮ま

り，乃ち服す。上は侍臣に謂って曰く、 

「君集は功有り，其の生を乞わんと欲すが，可なる乎？」 

群臣は以て不可と為す。上は乃ち君集に謂って曰く、 

「公と長く訣せん矣！」 

因りて泣下り，君集も亦た自ら地に投ず。遂に之を市に斬る。君集は刑に臨み，監刑の將軍に謂って曰く、 

「君集は蹉跌して此に至る！然れども陛下に籓邸に事えて，擊ちて二國（吐谷渾・高昌）を取る，乞う一子を

全くして以て祭祀を奉ぜん。」 

上は乃ち其の妻及び子を原し，嶺南に徙す。其の家を籍沒して，二美人を得たり，幼より人乳を飲み而し

て食わず。 

■［侯君集の反乱の予兆］初め，上は李靖をして君集に兵法を教え使め，君集は上に言って曰く、 

「李靖は將に反せん矣。」 

上は其の故を問い，對えて曰く、 
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「靖は獨り臣に教えるに其の粗を以てし而して其の精を匿す，是を以て之を知る。」 

上は以て靖に問い，靖は對えて曰く、 

「此れ乃ち君集が反せんと欲する耳。今諸夏は已に定まり，臣之教える所は，以て四夷を制するに足る，

而るに君集は固く臣之術を盡くさんと求めるは，反に非ず而して何ぞや！」 

江夏王の道宗は嘗て從容として上に言って曰く、 

「君集の志は大なり而るに智は小なり，自ら微功を負み，房玄齡、李靖之下に在るを恥じる，吏部尚書と

為ると雖も，未だ其の志を滿たず。臣を以て之を觀るに，必ず將に亂を為さん。」 

上は曰く、 

「君集の材器，亦た何に施してか可ならざらんや！朕は豈に重位を惜しまんや，但だ次第未だ至らざる

耳，豈に億度（憶測）して，妄りに猜貳を生じ可けん邪！」 

君集の反して誅せられるに及び，上は乃ち道宗に謝して曰く、 

「果たして卿の言の如し！」 

■李安儼の父，年九十餘，上は之を愍み，奴婢を賜いて以て之を養う。 

■［次の太子を巡るゴタゴタ］太子の承乾は既に罪を獲，魏王の泰は日々入りて侍奉し，上は面のあたり

に立てて太子と為さんことを許し，岑文本、劉洎も亦た之を勸む。長孫無忌は固く晉王の治を立てんと請

い。上は侍臣に謂って曰く、 

「昨に青雀（泰の字）は我が懷に投じて云わく、『臣は今日始めて陛下の子と為るを得たり，乃ち更生之日

也。臣は一子有り，臣死する之日，當に陛下の為に之を殺し，位を晉王に傳えん。』人は誰か其の子を愛

せざるや，朕は其の此くの如きを見，甚だ之を憐む。」 

諫議大夫の褚遂良は曰く、 

「陛下の言は大いに失なり。願わくは審かに思いて，誤る勿かれ也！安んぞ陛下萬歲の後，魏王は天下に

據り，肯えて其の愛子を殺し，位を晉王に傳える者有らん乎！（子を殺して弟を立てるは人情に非ず、其の心術の微

を探りて之を言う）陛下は日者
さ き

に既に承乾を立てて太子と為し（11-236p），復た魏王を寵し，禮秩は承乾に過

ぎ，以て今日之禍いを成す。前事遠からず，以て鑒と為すに足る。陛下は今魏王を立て，願わくは先ず晉

王を措置すべし（褚遂良のこの語は亦帝を激するなり），始めて安全を得る耳。」 

上は流涕して曰く、 

「我は爾
しか

する能わず！」 

因りて起ち，宮に入る。魏王の泰は上が晉王の治を立てるを恐れ，之に謂って曰く、 

「汝は元昌と善し，元昌は今敗れ，憂い無きを得る乎？」 

治は是に由りて憂いは色に形われ，上は怪しみ，屢々其の故を問い，治は乃ち狀を以て告ぐ。上は憮然と

して，始めて泰を立てる之言を悔いる矣。上は面のあたりに承乾を責め，承乾は曰く、 

「臣は太子と為り，復た何の求める所あらん！但だ泰の圖る所と為り，時に朝臣と自ら安ずる之術を謀

り，不逞之人は遂に臣に教えて不軌を為さしむる耳。今若し泰が太子と為れば，所謂其の度內に落ちるな

り。」 

■［後継に晋王治を立てる］承乾は既に廢され，上は兩儀殿（唐六典に、兩儀殿は大極殿の後に在り。蓋し古の内朝な

り。常日、朝を視て事を聴く）に御し，群臣は俱に出で，獨り長孫無忌、房玄齡、李世勣、褚遂良を留め，謂っ

て曰く、 

「我が三子一弟（齊王祐、太子承乾、、魏王泰、弟は漢王元昌），為す所是くの如し，我が心は誠に聊賴無し！」 
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因りて自ら床に投じ，無忌等は爭いて前みて扶抱す。上は又た佩刀を抽きて自ら刺さんと欲し，遂良は刀

を奪いて以て晉王の治に授ける。無忌等は上の欲する所を請い，上は曰く、 

「我は晉王を立てんと欲す。」 

無忌は曰く、 

「謹みて詔を奉ず。異議有る者は，臣は之を斬るを請う！」 

上は治に謂って曰く、 

「汝の舅は汝に許せり矣，宜しく拜謝すべし。」 

治は因りて之を拜す。上は無忌等に謂って曰く、 

「公等は已に我が意に同ず，未だ外議の何如を知らず？」 

對えて曰く 

「晉王は仁孝なり，天下は心を屬すること久し矣，乞う陛下は試しに召して百官に問え，同ぜざる者有れ

ば，臣は陛下に負くこと萬死なり。」 

上は乃ち太極殿に御し，文武六品以上を召し，謂って曰く、 

「承乾は悖逆し，泰も亦た凶險なり，皆な立てる可からず。朕は諸子を選びて嗣と為さんと欲す，誰か可

なる者や？卿の輩は之を明言すべし。」 

衆は皆な歡呼して曰く、 

「晉王は仁孝なり，當に嗣と為すべし。」 

上は悅び，是の日，泰は百餘騎を從えて永安門（大極宮城の南面三門の西門、中を承天門、東を長楽門）に至る。門司

に敕して盡く其の騎を辟けしめ，泰を引いて肅章門に入れ，北苑（大極宮の北に、内苑有り、其の宮北にあるを以て、

故に亦北苑という）に幽す。丙戌（22-16+1=７日），詔して晉王の治（３代皇帝高宗、太宗の第 9子）を立てて皇太子

と為し，承天門樓に御し，天下に赦し，酺すること三日。上は侍臣に謂って曰く、 

「我が若し泰を立てれば，則ち是れ太子之位は經營し而して得る可きなり。今より太子が道を失い，籓王

の窺伺する者は，皆な兩つながら之を棄て， 諸
これ

を子孫に傳え，永く後法と為さん。且つ泰立てば，則ち

承乾と治と皆な全からず。治立てば，則ち承乾と泰と皆な恙無し矣。」 

■［太宗は能く遠謀す］臣光曰く、唐の太宗は天下の大器を以て其の愛する所に私せず，以て禍亂之原を

杜
と

じる，能く遠謀すと謂う可き矣！ 

 

【新体制構築】 

■丁亥（23-16+1=８日），中書令の楊師道を以て吏部尚書と為す。初め，長廣公主は趙慈景に適い，節を

生む。慈景は死し（武徳元年に堯君素の殺す所と為る），（11-237p）更に師道に適う。師道は長孫無忌等と共に承

乾を獄に鞫し，陰に趙節の道地を為し，是に由りて譴を獲。上は公主の所に至る，公主は首を以て地に擊

ち，泣いて子の罪を謝し，上も亦た拜して泣いて曰く、 

「賞は仇讎を避けず，罰は親戚に阿
おも

ねらず，此れ天下の至公之道なり，敢えて違わざる也，是を以て姊に

負く。」 

■［長孫無忌の躍進］己丑（25-16+1=１０日），詔して長孫無忌を以て太子の太師（東宮の三師は従一品）と為

し，房玄齡を太傅と為し，蕭瑀を太保と為し，李世勣を詹事と為し，瑀、世勣は並せて同中書門下三品（侍

中・中書令に同じき）なり。同中書門下三品は此より始まる。又た左衛大將軍の李大亮を以て右衛率を領せし

め，前の詹事の於志寧、中書侍郎の馬周を左庶子と為し，吏部侍郎の蘇勖、中書舍人の高季輔を右庶子と
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為し，刑部侍郎の張行成を少詹事（正四品、詹事の貳）と為し，諫議大夫の褚遂良を賓客（太子賓客は正三品、古に

この官は無し、唐初めて置く。侍従規諫し、禮儀を賛相するを掌る）と為す。 

■［李世勣は幼孤を托すべし］李世勣は嘗て暴疾を得，方（薬の処方）に云う、 

「須灰（髭灰）、療す可し」 

上は自ら須を剪り，之が為に藥を和す。世勣は頓首して血を出し泣きて謝す。上は曰く、 

「社稷の為なり，卿の為に非ざる也，何の謝するか之れ有り！」 

世勣は嘗て宴に侍し，上は從容として謂って曰く、 

「朕は群臣の幼孤を托す可き者を求め，以て公を逾える無し，公は往に李密に負かざりき（186 巻武徳元年），

豈に朕に負かん哉！」 

世勣は流涕して辭謝し，指を嚙んで出血し，因りて飲みて沉醉す。上は御服を解きて以て之を覆う。 

■［魏王の泰など降格人事］癸巳（29-16+1=１４日），詔して魏王の泰の雍州牧、相州都督、左武侯大將

軍を解き，爵を降して東萊郡王と為す。泰の府の僚屬の泰の親狎する所と為る者は，皆な嶺表に遷す。杜

楚客の兄の如晦は功有るを以て，死を免れ，廢して庶人（庶子×）と為す。給事中の崔仁師は嘗て密に魏王

の泰を立てて太子と為さんと請い，左遷して鴻臚少卿とす。 

■［太子の三師を見るの儀］庚子（36-16+1=２１日），太子の三師を見るの儀を定める。（東宮の）殿門の外

に迎え，先ず拜し，三師は答拜す。門毎に三師に讓る。三師に坐せば，太子は乃ち坐す。其の三師に與え

る書は，前後に名「惶恐」を稱す。 

■［承乾、泰の待遇改善］五月，癸酉（9+60-46+1=２４日），太子は上表す，以わく 

「承乾、泰の衣服は身に隨うに過ぎず，飲食は口に適う能わず，幽憂愍れむ可し，乞う有司に敕して，供

給を優加せん。」 

上は之に從う。 

■［皇太子の教育］黃門侍郎の劉洎は上言す，以わく、 

「太子は宜しく學問に勤め，師友に親むべし。今入りて宮闈に侍し，動もすれば旬朔を逾える，師保以下，

接對は甚だ希なり，伏して願わくは少しく下流之愛を抑え，遠大之規を弘めれば，則ち海內は幸甚なり！」 

上は乃ち洎に命じて岑文本、褚遂良、馬周と更日に東宮に詣り，太子と游處談論せしむ。 

■六月，己卯（15-15+1=１日）朔，日之を食する有り。 

 

■高句麗［高句麗に備える］丁亥（23-15+1=９日），太常丞の鄧素は高麗に使いして還り，懷遠鎮に於い

て戍兵を增して以て高麗に逼るを請う。上は曰く、 

「『遠人は服さず，則ち文德を修めて以て之を來たす』（論語李氏篇に出ず、孔子の言）。未だ一二百の戍兵の能く

絕域を威
おど

す（11-238p）者を聴かざる也！」 

■丁酉（33-15+1=１９日），右僕射の高士廉は位を遜り，之を許し，其の開府儀同三司、勳封は故の如し，

仍ほ同門下中書三品とし，政事に知たらしむ。 

■［太宗のしみじみした悟り］閏月（元嘉歴七月），辛亥（47-45+1=３日），上は侍臣に謂って曰く、 

「朕は太子を立ててより，物に遇えば則ち之を誨
おし

う，其の飯を見れば，則ち曰く、『汝は稼穡之艱難(書経

無逸篇に曰く、惟れ稼穡之艱難を知らざれば乃ち逸すと)を知れば，則ち常に斯の飯有り矣。』其の馬に乗るを見れば，

則ち曰く、『汝は其の勞逸を知れば（顔淵曰く、昔造父は馬を使うに巧みなり。造父は其の馬の力を窮めず。是れ造父は佚馬無

きなり），其の力を竭くさず，則ち常に之に乘るを得る矣。』其の舟に乗るを見れば，則ち曰く、『水は舟を
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載せる所以は，亦た舟を覆す所以なり，民は猶ほ水のごとき也，君は猶を舟のごとき也。』其の木下に息

むを見れば，則ち曰く、『木は繩に從えば則ち正しく（書経説命の言），后は諫めに從えば則ち聖なり。』」 

■丁巳（53-45+1=９日），太子に詔して左、右屯營（左右十二衛の屯營）の兵馬の事を知し，其の大將軍以下並

せて處分を受けしむ。 

 

【薛延陀を翻弄】 

■薛延陀［薛延陀の大贈答］薛延陀の真珠可汗は其の侄の突利設をして來たりて幣を納め使め，馬五萬

匹，牛、橐駝萬頭，羊十萬口を獻じる。庚申（56-45+1=１２日），突利設は饌を獻じ，上は相思殿（蓋し玄

武門の内にあり）に御し，群臣に大饗し，十部樂（195 巻に増して十部と為す）を設け，突利設は再拜して壽を上

り，賚を賜ること甚だ厚し。 

■薛延陀［薛延陀との婚儀中止］契苾何力は上言す、 

「薛延陀は與に昏す可からず。」 

上は曰く、 

「吾は已に之を許す矣，豈に天子と為り而して言を食む可からん乎！」 

何力は對えて曰く、 

「臣は陛下が遽に之を絕つを欲するに非ざる也，願わくは且く其の事を遷延すべし。臣は聞く古に親迎

之禮有りと，若し夷男に敕して親迎せ使めれば，京師に至らずと雖も，亦た應に靈州に至らんとす。彼は

必ず敢えて來たらず，則ち之を絕つに名有り矣。夷男の性は剛戾，既に昏を成さず，其の下復た攜貳せん，

一二年に過ぎず必ず病死し，二子は立つを爭い，則ち以て坐して之を制す可し矣！」 

上は之に從い，乃ち真珠可汁を征して親迎せ使め，仍ほ詔を發し將に靈州に幸し之と會さん。真珠は大い

に喜び，靈州に詣らんと欲し，其の臣は諫めて曰く、 

「脫し留むる所と為れば，之を悔いるとも及ぶ無し！」 

真珠は曰く、 

「吾は聞く、唐の天子は聖德有り，我は身ずから往きて之を見るを得，死すとも恨む所無し，且つ漠北は

必ず當に主有るべし。我が行くこと決す矣，復た多言する勿れ！」 

上は使いを三道に發し，其の獻ずる所の雜蓄を受ける。薛延陀は先に庫廄無（天×）し，真珠は諸部に調

斂，往き返り萬里，道は沙磧を涉り，水草無く，耗死は將に半ばとならんとす，期を失いて至らず。議者

は或は以為く、 

「聘財未だ備わらず而して與に昏を為せば，將に戎狄をして中國を輕んぜ使めんとす」 

と，上は乃ち下詔して其の昏を絕ち，靈州に幸するを停め，（11-239p）追いて三使を還す。 

■薛延陀［薛延陀への褚遂良の上疏］褚遂良は上疏して，以為く、 

「薛延陀は本は一つの俟斤
し き ん

（族長）なり，陛下は沙塞を蕩平し（突厥を降す、塞北は皆沙磧なり），萬里は蕭條とし

て，餘寇は奔波し， 須
すべから

く酋長有るべし，璽書鼓纛し（193巻二年にあり），立てて可汗と為す。比者復た鴻私

を降し（前巻十六年），其の姻媾を許し，西は吐蕃に告げ，北に思摩を諭し，中國の童幼は，之を知らざるは

靡
な

し。北門に御幸し，其の獻食を受け，群臣四夷は，宴樂すること終日なり。鹹な言う、陛下は百姓を安

んぜんと欲し，一女を愛
おし

まず，凡そ含生に在るものは，孰
たれ

か德を懷かしまざるや。今一朝進退之意を生じ，

改悔之心有り，臣は國家の為に茲の聲聽を惜
おし

む。顧みる所甚だ少なく，失う所殊に多く，嫌隙は既に生じ，

必ず邊患を構えん。彼の國は欺かれる之怒りを蓄え，此の民は約に負く之慚じを懷い，恐らくは遠人を服
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し、戎士を訓える所以に非ざる也。陛下は天下に君臨すること十有七載，仁恩を以て庶類を結び，信義を

以て戎夷を撫し，欣然とせざる莫し，之を負うに力無し（この句は解し難し。一説に、力は益の誤りとし「之に負くは

益無し」と読む。薛延陀の約に負くは益無きを言う），何を惜しみて始め有り、卒わり有ら使めざる乎！夫れ龍沙（匈

奴の庭、之を龍城と謂う。常處無く、沙幕なり。因りて之を龍沙と謂う）以北は，部落は算無し，中國は之を誅すれども，

終に盡くす能わず，當に之を懷かしむるに德を以てすべし，惡を為す者をして夷に在り華に在らず，信を

失う者を彼に在り此に在らざら使めば，則ち堯、舜、禹、湯も陛下に及ばざること遠し矣！」 

上は聽かず。 

■［太宗は結婚反対］是の時，群臣は多く言う、 

「國家は既に其の昏（結婚）を許し，其の聘幣を受け，信を戎狄に失う可からず，更に邊患を生じん。」 

上は曰く、 

「卿の曹は皆な古を知り而るに今を知らず。昔漢の初め匈奴が強く，中國は弱し，故に子女を飾り、金絮

を捐て以て之を餌とし事之宜しきを得る。今中國は強く，戎狄は弱し，我は徒兵一千を以て，胡騎數萬を

擊つ可し。薛延陀が匍匐稽顙し，惟だ我が欲する所のままにして，敢えて驕慢せざる所以の者は，新たに

君長と為り，雜姓は其の種族に非ざるを以て，中國之勢いを假りて以て之を威服せんと欲する耳。彼の同

羅、僕骨、回紇等十餘部は，兵は各々數萬あり，力を並せて之を攻めれば，立ちどころに破滅す可く，敢

えて發せざる所以の者は，中國を立てる所なるが故を畏れる也。今女を以て之に妻あわせば，彼は自ら大

國之婿を恃みて，雜姓誰か敢えて服せざらん！戎狄は人面獸心なり，一旦微しく意を得ざれば，必ず反噬

して害を為す。今吾が其の昏を絕ち，其の禮を殺せば，雜姓は我が之を棄てるを知り，日あらずして將に

之を瓜剖せんとす矣，卿の曹は第
た

だ之を志とすべし。」 

■［信あるべし］臣光曰く、 

「孔子は稱す、食を去り、兵を去るとも，信を去る可からず（論語顔淵にあり）。唐の太宗は審し薛延陀の妻

あわす可からざるを知れば，則ち初め其の昏を許す勿くして可也。既に之を許し矣，乃ち復た強きを恃み

信を棄て而して之を絕つは，薛延陀を滅すと雖も，猶ほ羞ず可き也。王者は言を發し令を出す，慎まざる

可けん哉！」 

 

【高句麗に隱忍策】 

■高句麗［高句麗の扱いに苦慮］上は曰く、 

「蓋蘇文は其の君を弒し（前巻十六年）而して國政を專らとす，誠に忍ぶ可からず。今日の兵力を以て，之

を取るは難からず，但だ百姓を勞するを欲せず，吾は且く契丹、靺鞨をして之を擾さ使めんと欲す（11-

240p），何如や？」 

長孫無忌は曰く、 

「蓋蘇文は自ら罪の大なるを知り，大國之討つを畏れ，必ず嚴に守備を設ける。陛下は姑
しぱら

く之が為に隱

忍すべし，彼は以て自ら安ずるを得れば，必ず更に驕惰し，愈々其の惡を肆にすべし，然る後に之を討て

ば，未だ晚からざる也。」 

上は曰く、 

「善し！」 

戊辰（4+60-45+1=２０日），詔して高麗王の藏を以て上柱國、遼東郡王、高麗王と為し，遣使して節を持

して冊命す。 
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■丙子（12+60-45+1=２７日），東萊王の泰を徙して順陽王と為す。 

■［杜正倫の左遷、魏徴も疑う］初め，太子の承乾は德を失い，上は密に中書侍郎兼左庶子の杜正倫に謂

って曰く、 

「吾が兒の足疾は乃ち可なる耳，但だ賢良を疏遠し，群小に狎暱するは，卿は之を察す可し。果たして教

示す可からざれば，當に來たりて我に告ぐべし。」 

正倫は屢々諫め，聽かず，乃ち上の語を以て之に告げる。太子は抗表して以て聞し，上は正倫が漏洩する

を責め，對えて曰く、 

「臣は此を以て之を恐らしめ，其の善に遷るを冀う耳。」 

上は怒り，正倫を出して穀州刺史と為す。承乾の敗れるに及び，秋，七月（元嘉歴七月閏月），辛卯（27-14+1=

１４日），復た正倫を左遷して交州都督と為す。初め，魏徵は嘗て正倫及び侯君集を宰相の材有りと薦め，

君集を以て僕射と為すを請い，且つ曰く、 

「國家安くして危を忘れず，大將無かる可からず，諸衛の兵馬は宜しく君集に委ねて專ら知らしむべし。」 

上は君集が夸誕を好むを以て，用いず。正倫が罪を以て黜けられ，君集が反を謀りて誅せらるに及び，上

は始めて徴が阿黨するを疑い。又た、 

「徴が自ら前後の諫辭を錄し以て起居郎の褚遂良に示す」 

と言う者有り，上は愈々悅ばず，乃ち叔玉が主に尚するを罷め，而して撰する所の碑（前巻に碑を選するあり）

を踣す。 

■［太宗自ら国書を見る］初め，上は監修國史（歴代史官は秘書省に隷し、著作郎は国史を修すを掌る。貞観三年に史官を

禁中に移し、門下省の北に在り、宰相は国史を監修す。是より著作郎始めて史職を罷む）の房玄齡に謂って曰く、 

「前世の史官の記す所は，皆な人主をして之を見ざら令めず，何ぞ也？」 

對えて曰く、 

「史官は美を虛くせず，惡を隱さず，若し人主が之を見れば必ず怒り，故に敢えて獻じざる也。」 

上は曰く、 

「朕之心為
た

るや，前世の帝王と異なる。自ら國史を觀，前日之惡を知り，後來之戒めと為さんと欲す，公

は撰次し以て聞す可し。」 

諫議大夫の朱子奢は上言す、 

「陛下の聖德は躬に在り，舉は過事無く，史官の述する所は，義は善を盡くすに歸す。陛下は獨り《起居》

を覽るは，事に於いて失無し，若し此の法を以て子孫に傳示すれば，竊かに恐るるは曾（曾孫）、玄（玄孫）

之後に或は上智に非ず，非を飾り短を護り，史官は必ず刑誅を免れず。此くの如く，則ち風を希い旨に順

い，身を全くし害に遠かざらんは莫し，悠悠として千載，何ぞ信ず所乎！前代の觀ざる所以は，蓋し之が

為也。」 

上は從わず。玄齡は乃ち給事中の許敬宗等と刪して《高祖》、《今上實錄》を為る。癸巳（29-14+1=１６日），

書成り，之を上る。上は六月四日の事（李建成・李元吉を誅する日、玄武門の変）を書すを見，語は微隱多し，（11-

241p）玄齡に謂って曰く、 

「昔周公（周公は弟、管叔は兄。威王は幼にして周公は政を執る）は管（管叔鮮）、蔡（蔡叔度）を誅し以て周を安んじ（管

蔡は武庚を挟みて以て叛く），季友は叔牙を鴆して以て魯を存す（魯の公子慶父・季友・叔牙は皆荘公の子。荘公は疾み、後を

叔牙に問う。牙曰く、慶父は才ありと。季友に問う、友曰く、臣は死を以て般を奉じんと、遂に叔牙を鴆して般を立つ）。朕之為（以

×）す所，亦た是に類する耳，史官は何ぞ焉を諱まん！」 
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即ち命じて浮詞を削去し，其の事を直書せしむ。 

■［李大亮は三職］八月，庚戌（46-44+1=３日），洛州都督の張亮を以て刑部尚書と為し，朝政に參預せ

しむ。左衛大將軍、太子の右衛率の李大亮を以て工部尚書と為す。大亮は身は三職に居り，兩宮に宿衛し，

恭儉忠謹にして，宿直する毎に，必ず坐寐（坐して寝る）して旦に達る。房玄齡は甚だ之を重んじ，每に稱

す、 

「大亮は王陵、周勃之節有り，大位に當たる可し。 

■［李大亮は張弼に恩返し］初め，大亮は龐王の兵曹と為り，李密の獲る所と為り，同輩は皆な死し，賊

帥の張弼は見而して之を釋し，遂に與に交わりを定める。大亮が貴きとなるに及び，弼を求め，其の德に

報いんと欲するも，弼は時に將作丞と為り，自ら匿れて言わず。大亮は諸に途に遇い而して之を識り，弼

を持し而して泣き，多く家貲を推して以て弼に遣るも，弼は拒みて受けず。大亮は上に言い， 

「乞う悉く其の官爵を以て弼に授けん」 

と，上は之が為に弼を擢んでて中郎將と為す。時の人は皆な大亮が恩に負かざるを賢とし，而して弼之伐
ほこ

らざるを多とする也。 

 

■新羅 百済 高句麗［新羅は百済高句麗が連携して攻めると訴える］九月，庚辰（16-13+1=４日），新羅

は遣使して言う、 

「百濟は其の國の四十餘城を攻め取る，復た高麗と兵を連ねて，新羅の入朝之路を絕たんと謀る，乞う兵

の救援せんと。」 

上は司農丞の相裡玄獎に命じて璽書を繼して高麗に賜いて曰く、 

「新羅は質を國家に委ね，朝貢は乏しからず，爾は百濟と各々宜しく兵を戢
おさ

むべし。若し更に之を攻めれ

ば，明年は兵を發して爾の國を擊たん矣！」 

■［父子之情］癸未（19-13+1=７日），承乾を黔州に徙す。甲午（40-13+1=２８日），順陽王の泰を均州（武

當県、漢は南陽郡に属し、晋は順陽郡に属し、宋は始平郡に属す。漁は武當郡及び興州を置く。北周は豊州と改める。隋の開皇の初めに

均州と改め、大業の初め廃して武當県と為し、淅陽郡に属す。義寧二年に淅陽の武當・均陽を分けて均州を置く。湖北省襄陽道均県の北

に治す、現・十堰市丹江口市）に徙す。上は曰く、 

「父子之情は，自然に出ずる。朕は今泰と生きて離れ，亦た何の心か自ら處せん！然るに朕は天下の主と

為り，但だ百姓をして安寧なら使めば，私情も亦た割く可き耳。」 

又た泰が上る所の表を以て近臣に示して曰く、 

「泰は誠に俊才為り，朕の心は之を念うは，卿の曹の知る所なり。但だ社稷之故を以て，之を斷つに義を

以てせざるを得ず，之をして外に居ら使む者は，亦た兩つながら之を全くする所以耳。」 

■［朝集使に邸宅を作る］是より先，諸州の長官の或は上佐歲首に親ら貢物を奉じて京師に入り，之を朝

集使(隋よりあり)と謂い，亦た之を考使と謂う。京師邸無く，率ね屋を僦り商賈と雜居す。上は始めて有司

に命じて之が為に邸を作らしむ。 

■冬，十一月，己卯（15-12+1=４日），上は圜丘に祀（禮×）す。（貞観の禮、冬至に昊天上帝を圜丘に祀る）（11-242p） 

■［封德彝の没後の処分］初め，上は隱太子、巢の剌王と隙有り，密の明公贈司空の封德彝は陰に兩端を

持つ。楊文幹之亂に（191巻武徳七年にあり），上皇は隱太子を廢し而して上を立てんと欲し，德彝は固く諫め

而して止む。其の事は甚だ秘され，上は之を知らず，薨後乃ち之を知る。壬辰（28-12+1=１７日），治書

侍御史の唐臨は始めて其の事を追劾し，官を黜け爵を奪わんと請う。上は百官に命じて之を議さしめ，尚
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書の唐儉等は議す、 

「德彝の罪は身後に暴われ，恩は生前に結び，歷る所の衆官は，追奪す可からず，請う贈を降して謚を改

めん。」 

詔して其の贈官を黜け，改めて謚して繆と曰い，食む所の實封を削る。 

■［再々太子を廃嫡するべからず］敕して良家の女を選びて以て東宮を實す。癸巳（29-12+1=１８日），

太子は左庶子の於志寧を遣わして之を辭せしむ。上は曰く、 

「吾は子孫をして微賤に生まれ使むを欲せざる耳。今既に辭を致し，當に其の意に從うべし。」 

上は太子が仁弱なるを疑い，密に長孫無忌に謂って曰く、 

「公は我に勸めて雉奴（雉權×、太子の小字）を立てしめ，雉奴は懦なり，恐らくは社稷を守る能わず，奈何

や！吳王の恪は英果我に類す，我は之を立てんと欲するが，何如や？」 

無忌は固く爭い，以て不可と為す。上は曰く、 

「公は恪が己之甥に非ざるを以てする邪？」 

無忌は曰く、 

「太子は仁厚なり，真に守文の良主なり。儲副は至って重し，豈に數々易える可けんや？願わくは陛下は

之を熟思すべし。」 

上は乃ち止む。十二月，壬子(48-42+1=８日)，上は吳王の恪に謂って曰く、 

「父子は至親と雖も，其の罪有るに及びては，則ち天下之法は私す可からざる也。漢は已に昭帝を立て

（23 巻漢の昭帝元鳳元年にあり），燕王の旦は服さず，陰に不軌を圖り，霍光は折簡して之を誅す。人の臣子為

るや，戒めざる可からず！」 

■庚申（56-42+1=１５日），車賀は驪山の溫湯に幸す。庚午（6+60-42+1=２５日），宮に還る。 

 

太宗文武大聖大廣孝皇帝中之下貞觀十八年（甲辰，６４４年） 

■［鐘官城行幸］春，正月，乙未（31-11+1=２１日），車駕は鐘官城（漢の鐘官は上林苑中に在り、唐の時に至りて、

蓋し故城猶ほ存するなり。其の地は當に鄠杜二県の界に在るべし、漢代銭鋳造遺跡、現・陝西省西安市戸県大王鎮兆倫村）に幸す。庚

子（36-11+1=２６日），鄠縣に幸す。壬寅（38-11+1=２８日），驪山の溫湯に幸す。 

■高句麗 新羅［高句麗と新羅の領地争い］相裡玄獎は平壤に至り，莫離支（蓋蘇文）は已に兵を將いて新

羅を擊ち，其の兩城を破り，高麗王は之を召さ使め，乃ち還る。玄獎は諭して新羅を攻める勿から使め，

莫離支は曰く、 

「昔隋人は入寇し（隋の煬帝の侵略），新羅は釁に乗りて我が地を侵すこと五百里，我が侵地を歸すに非ざる

よりは，恐らくは兵未だ已む能わざらん。」 

玄獎は曰く、 

「既往之事は，焉
いずく

んぞ追論す可けんや！遼東の諸城に至りては，本は皆な中國の郡縣なり（漢の武帝の朝鮮

四郡），中國は尚ほ且く言わず，高麗は豈に必ずしも故地を求めるを得んや！」 

莫離支は竟に從わず。 

■高句麗［高句麗征伐の是非の議論］二月，乙巳（41-41+1=１日）朔，玄獎は還り，且つ其の狀を言う。

上は曰く、 

「蓋蘇文は其の君を弒し，其の大臣を賊し，其の民を殘虐し，今又た我が詔命に違い，鄰國を侵暴して，
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以て討たざる可からず。」（高句麗というよりも、蓋蘇文の討伐を言っている） 

諫議大夫の褚遂良は曰く、 

「陛下が指麾すれば則ち中原は清晏に，顧眄すれば則ち四夷讋服し，威望は大なり矣。今乃ち渡海して遠

く小夷を征し，若し期を指して克捷すれば，猶を可也。萬一蹉跌するとも，威を傷つけ（11-243p）望を

損せん，更に忿兵を興せば，則ち安危は測り難し矣。」 

李世勣は曰く 

「間者
さ き

に薛延陀は入寇し（貞観十五年、突厥が思摩を討つ），陛下は兵を發して窮討せんと欲す，魏徵は諫め而し

て止む，今に至るまで患を為さ使む。向に陛下之策を用いれば，北鄙は安からん矣。」 

上は曰く、 

「然り。此れ誠に徵之失なり，朕は尋ぎて之を悔い而して言うを欲せず，良謀を塞がんことを恐れるが故

也。」 

■高句麗［高句麗を親征すべからず］上は自ら高麗を征せんと欲し，褚遂良は上疏して，以為く、 

「天下は譬えば猶ほ一身のごとし。兩京は，心腹也。州縣は，四支也。四夷は，身外之物也。高麗は罪大

にして，誠に當に討を致すべし，但だ二、三の猛將に命じて四五萬の衆を將い，陛下の威靈に仗り，之を

取るは掌を反すが如き耳。今太子は新たに立ち，年は尚ほ幼稚なり，自餘の籓屏は，陛下の知る所，一旦

金湯之全きを棄て，遼海之險を逾え，天下之君を以て，輕行して遠舉するは，皆な愚臣之甚だ憂える所

也。」 

上は聽かず。時に群臣の高麗を征するを諫める者多く，上は曰く、 

「八堯、九舜も，冬種
う

える能わず，野夫、童子も，春種え而して生ず，時を得る故也。夫れ天には其の時

有り，人に其の功有り。蓋蘇文は上を陵し下を虐し，民は頸を延べて救いを待つ，此れ正に高麗之亡ぼす

可きの時也。議者は紛紜として，但だ此れを見ざる耳。」 

■己酉（45-41+1=５日），上は靈口（新唐書には零口。京兆臨潼県零口鎮、現・西安市臨潼区零口村）に幸す。乙卯（51-

41+1=１１日），宮に還る。 

■［薛萬徹の登用］三月，辛卯（27-10+1=１８日），左衛將軍の薛萬徹を以て石衛大將軍を守らしめ（行は

格上をやらせる。守は格下をやらせる）。上は嘗て侍臣に謂って曰く、 

「今に於いて名將は，惟だ世勣、道宗、萬徹の三人而して已み，世勣、道宗は大勝する能わず，亦た大敗

せず，萬徹は大勝するに非ざれば則ち大敗す。」 

■［無忌は太子を庇いすぎる］夏，四月，上は兩儀殿に御し，皇太子は侍る。上は群臣に謂って曰く、 

「太子の性行，外人も亦た之を聞く乎？」 

司徒の無忌は曰く、 

「太子は宮門を出ずと雖も，天下は聖德を欽仰せざるは無し。」 

上は曰く、 

「吾は治の如き年の時，頗る常度を御（続は従）する能わず。治は幼きより寬厚にして，諺に曰う、『子を

生むに狼の如し（続は生狼），猶ほ羊の如くなるを恐れる。』（曹大家の女誠に曰く、男を生めば狼の如くも、猶ほ其の羊の

如くならんことを恐る、女を生めば鼠の如きも、猶ほ其の虎のならんことを恐る）其の稍壯にして，自ら同じからざるを冀

う耳。」 

無忌は對えて曰く、 

「陛下は神武なり，乃ち亂を撥する之才，太子は仁恕なり，實に守文之德なり。趣尚は異なると雖も，
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各々其の分に當たり，此れ乃ち皇天の大唐に祚し而して蒼生に福となす所以の者也。」（胡三省曰く、無忌が太

子を保護すること至れり。其の後に迨びてや、元舅の親を以て婦人の間する所と為り、其の身を保ち其の家を保つ能わず、而して唐も亦

祀られざるに幾し。乃ち、太子は之を寛厚と謂う可からず、之を闇弱といういて可なりと。太子の治は後の高宗で、則天武后に牛耳られ、

無忌も失脚し、唐の祀りも絶える事になるをいう） 

■［完璧すぎる太宗］辛亥（47-40+1=８日），上は九成宮に幸す。壬子（48-40+1=９日），太平宮（陝西省関

中道鄠縣の東南三十里に隋の太平宮有り、現・西安市鄠邑区）に至り，侍臣に謂って曰く、 

「人臣の旨に順う者は多く，顏を犯すは則ち少なし，今朕は自ら其の失を聞かんと欲し，諸公は其れ直言

して隱すこと無かれ。」 

長孫無忌等は皆な曰く、 

「陛下は失無し。」 

劉洎は曰く、 

「 頃
ちかごろ

上書して旨に稱
かな

わざる者有れば，陛下は皆な面のあたりに窮詰を加え，慚懼し而して退かざる無

し，（11-244p）恐らくは言路を廣める所以に非ざるなり。」 

馬周は曰く、 

「陛下は比來賞罰は，微しく喜怒を以て高下する所有り，此の外は其の失を見ず。」 

上は皆な之を納れる。 

■［太宗は文学を好む］上は文學を好み而して辯敏なり，群臣は事を言う者は，上は古今を引いて以て之

を折り，多く對える能わず。劉洎は上書して諫めて曰く、 

「帝王之凡庶と，聖哲之庸愚と，上下は相い懸
へだ

たり，擬倫は斯に絕す。是に知る至愚を以て而して至聖に

對し，極卑を以て而して至尊に對し，徒
いたず

らに自ら強めんと思い，得可からざる也。陛下は恩旨を降し，

慈顏を假し，凝旒（冠のたれを動かす。即ち静かに端座すること）以て其の言を聽き，虛襟以て其の說を納れるとも，

猶ほ恐れる群下未だ敢えて對揚せざらんことを。況んや神機を動かし，天辯を縱にし，辭を飾りて以て其

の理を折り，古を引きて以て其の議を排せば，凡庶に令せんと欲するも何ぞ應答に階せんや！且つ多く

記すれば則ち心を損し，多く語れば則ち氣を損し，心氣內に損すれば，形神外に勞し，初め覺えずと雖も，

後に必ず 累
わずらい

を為さん。須く社稷の為に自ら愛すべし，豈に性好（性の好む所）の為に自ら傷つけん乎！秦

政（秦の始皇帝）を強辯にして，人心を自ら矜るに失い、魏文が宏才にして，衆望（從望×）を虛說に虧くが如

きに至る。此の才辯之累，較然として知る可し矣。」 

上は飛白（の書）もて之に答えて曰く、 

「慮に非ざれば以て下に臨む無く，言に非ざれば以て慮を述べる無し， 比
ちかごろ

談論有り，遂に煩多を致す，

物を輕んじて人に驕れば，恐らくは茲の道に由る，形神心氣は，此を勞と為すに非ず。今讜言（善言）を聞

き，懷を虛しくして以て改める。」 

■己未（55-40+1=１６日），顯仁宮に至る。（この時九成宮に幸するは避暑の為で、京師に帰るに、顯仁宮は河南の寿安にあ

りて東都洛陽の近く。岐州の郿県に隋の安仁宮あり、恐らくはこれの誤り） 

 

【高句麗討伐に着手】 

■［水陸の軍勢を準備］上は將に高麗を征せんとし，秋，七月，辛卯（27-9+1=１９日），將作大監の閻立

德等に敕して洪、饒、江三州に詣りて，船四百艘を造り以て軍糧を載せしむ。甲午（30-9+1=２２日），下

詔して營州都督の張儉等を遣わして幽、營二都督の兵及び契丹、奚、靺鞨を帥いて先ず遼東を擊ちて以て
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其の勢いを觀しむ。太常卿の韋挺を以て饋運使と為し，民部侍郎の崔仁師を以て之に副たらしめ，河北諸

州より皆な挺の節度を受け，便宜を以て事に從うを聽す。又た太僕卿の蕭銳に命じて河南の諸州の糧を

運びて海に入らしむ。銳は，瑀之子也。 

■［太宗の臣下の人物評価］八月，壬子（48-38+1=１１日），上は司徒の無忌等に謂って曰く、 

「人自ら其の過ちを知らざるが若（続は苦）し，卿は朕の為に之を明言す可し。」 

對えて曰く、 

「陛下の武功文德は，臣等は將順之暇あらず，又た何の過之言う可からん！」 

上は曰く、 

「朕は公に問うに己の過ちを以てし，公等は乃ち曲げて相い諛悅し，朕は面のあたりに公等の得失を舉

げ以て相い戒しめ而して之を改めんと欲す，何如や？」 

皆な拜謝す。上は曰く、 

「長孫無忌は善く嫌疑を避け，物に應じて敏速に，事理を決斷し，古人は過ぎず。而して兵を總べて攻戰

するは，其の長ずる所に非ず。高士廉は古今を涉獵し，心術明達に，（11-245p）難に臨みて節を改めず，

官に當たりて朋黨無し。乏しき所の者は骨鯁規諫耳。唐儉は言辭辯捷にして，善く人を和解す。朕に事え

ること三十年（太祖挙兵前から、太宗と晋陽で遊ぶ），遂に言の獻替に及ぶ無し。楊師道は性行は純和にして，自

ら愆違無し。而して情實怯懦にして，緩急は力を得る可からず。岑文本は性質は敦厚なり，文章は華贍。

而して持論は恆に經遠に據り，自ら當に物に負かず。劉洎は性は最も堅貞なり，利益有り。然れども其の

意は然諾を尚び，朋友に私す。馬周は事を見るに敏速にして，性は甚だ貞正なり，人物を論量し，直道に

而して言う，朕は 比
このごろ

任使するに，多く能く意に稱う。褚遂良は學問は稍長じ，性は亦た堅正なり，每に

忠誠に寫し，朕に親附し，譬えば飛鳥が人に依れば，人は自ら之を憐れむが如し。」 

■甲子（60-38+1=２３日），上は京師に還る。 

■［岑文本は重責に憂懼］丁卯（3+60-38+1=２６日），散騎常侍の劉洎を以て侍中と為し，行中書侍郎の

岑文本を中書令と為し，太子の左庶子の中書侍郎の馬周に中書令を守らしむ。文本は既に拜し，家に還

り，憂色有り。母は其の故を問い，文本は曰く、 

「勳に非ず舊に非ず，濫りに寵榮を荷い，位は高く責は重く，憂懼する所以なり。」 

親賓の來たりて賀する者有り，文本は曰く、 

「今吊を受けるも，賀を受けざる也。」 

■［岑文昭の左遷を免れる、褚遂良は朝政に參預］文本の弟の文昭は校書郎と為り，賓客を喜び，上は之

を聞きて悅ばず。嘗て從容として文本に謂って曰く、 

「卿の弟は爾の交結に過ぎる，恐らくは卿の累を為す。朕は出でて外官と為さんと欲す，何如？」 

文本は泣いて曰く、 

「臣の弟は少くして孤なり，老母の特に鍾愛する所，未だ嘗て信宿（二夜泊まり）して左右を離れず。今若

し外に出れば，母は必ず愁悴せん，倘し此の弟無ければ，亦た老母無からん矣。」 

因りて歔欷嗚咽す。上は其の意を愍み而して止む，惟だ文昭を召して之を嚴戒し，亦た卒に過ち無し。九

月，諫議大夫の褚遂良を以て黃門侍郎（門下侍郎、正四品上、侍中の職に貳すを掌り、凡て野津俚語との弛張、事の与奪を皆

参与す）と為し，朝政に參預せしむ。 

 

【焉耆と西突厥】 
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焉耆■突厥［焉耆を巡る西突厥と唐の争い］焉耆は西突厥に貳（二つ心、反心）あり，西突厥の大臣の屈利

啜は其の弟の為に焉耆の王女を娶り，是に由りて（唐への）朝貢多く闕く。安西都護（西州交河城に治す）の郭

孝恪は之を討たんと請う。詔して孝恪を以て西州道行軍總管と為し，步騎三千を帥いて銀山道に出でて

以て之を擊たしむ。會 （々全×）焉耆王の弟の頡鼻の兄弟三人は西州に至り，孝恪は頡鼻の弟の栗婆准を以

て鄉導と為す。焉耆城の四面は皆な水なり，險を恃み而して備えを設けず，孝恪は倍道兼行し，夜，城下

に至り，將士に命じて水に浮かび而して渡り，曉の比おい，城に登り，其の王の突騎支を執り，首虜七千

級を獲り，栗婆准を留め國事を攝せしめ而して還る。孝恪は去りて三日，屈利啜は兵を引いて焉耆を救

い，及ばず。栗婆准を執り，勁騎五千を以て，孝恪を追いて銀山に至り，孝恪は還りて擊ち，之を破り，

追いて奔ること數十里。 

■焉耆［郭孝恪は焉耆を擊つの報告］辛卯（27-8+1=２０日），上は侍臣に謂って曰く、 

「孝恪は近ごろ奏して稱す、八月十一日往きて焉耆を擊ち，二十日應に至る，必ず二十二日を以て之を破

らん。朕は其の道裡を計るに，使者は今日至らん矣！」 

言は未だ畢らず，（11-246p）驛騎は至る。 

■突厥 焉耆［西突厥の處那啜］西突厥の處那啜（西突厥の部落の酋長の一か）は其の吐屯（突厥の官職、都市の収税

など行う）をして焉耆を攝せ使め，遣使して入貢す。上は之を數めて曰く、 

「我は兵を發して擊ちて焉耆を得，汝は何人か而して之に據るや！」 

吐屯は懼れ，其の國に返る。焉耆は栗婆准の從父兄の薛婆阿那支を立てて王と為し，仍ほ處那啜に附く。 

■高句麗［高句麗の白金貢納を拒否］乙未（31-8+1=２４日），鴻臚は奏す、 

「高麗の莫離支は白金を貢ぐ。」 

褚遂良は曰く、 

「莫離支は其の君を弒す，九夷（後漢書に東方に九夷、畎夷・干夷・方夷・黄夷・白夷・赤夷・玄夷・風夷・陽夷）の容れざ

る所，今將に之を討たんとし而るに其の金を納れるは，此れ郜鼎之類（春秋に、桓公は郜の大鼎を宋に取り、大廟

に納れる。禮に非ざるになりと）也，臣は謂うに受ける可からず。」 

上は之に從う。上は高麗の使者に謂って曰く、 

「汝の曹は皆な高武に事え，官爵有り。莫離支は弒逆し，汝の曹は仇を復する能わず，今更に之が為に遊

說し以て大國を欺くは，罪は孰れか焉よりも大ならんや！」 

悉く以て大理に屬す。 

■冬，十月，辛丑（37-37+1=１日）朔，日之を食する有り。 

■甲寅（50-37+1=２４日），車駕は洛陽に行幸し，房玄齡を以て京師に留守せしめ，右衛大將軍、工部尚

書の李大亮を之の副とす。 

■焉耆［焉耆王を許す］郭孝恪は焉耆王の突騎支及び其の妻子を鎖して行在に詣り，敕して之を宥す。

丁巳（53-37+1=１７日），上は太子に謂って曰く、 

「焉耆王は賢輔を求めず，忠謀を用いず，自ら滅亡を取る，頸を繫ぎ手を束ね，萬里に漂搖す。人は此を

以て懼れを思えば，則ち懼れ知る可し矣。」 

■己巳（5+60-37+1=２９日），澠池（澠池県は漢晋に弘農郡に属す。北魏は澠池郡を置く。北周は河南郡を置く。大象中に郡を

廃し県を以て洛州に属す。唐は穀州に属す。河南省河洛道澠池県、現・河南省三門峡市澠池県）之天池（熊耳山際に池有り、池水東南

流す。水側に一池有り、世に之を澠池という）に畋す。十一月，壬申（8-7+1=２日），洛陽に至る。 

■高句麗［高句麗征伐の困難］前の宜州刺史の鄭元璹（隋の右武大将軍）は，已に致仕し，上は其の嘗て隋の
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煬帝に從いて高麗を伐つを以て，召して行在に詣らしむ。之に問い，對えて曰く、 

「遼東の道は遠く，糧運は艱阻なり。東夷は善く城を守り，之を攻めるは猝
にわ

かに下す可からず。」 

上は曰く、 

「今日は隋之比に非ず，公は但だ之を聽くべし。」（胡三省曰く、帝は所謂国家の大・甲兵の強・算略の以て勝ちを取るに

足るを恃み、威を敵に見さんと欲する者也と） 

 

【高句麗討伐開戦】 
■高句麗［遼水氾濫で渡れず］張儉等は遼水の漲るに值い，久しく濟るを得ず，上は以て畏懦と為し，儉

を召して洛陽に詣らしむ。至り，具に山川の險易，水草の美惡を陳ぶ。上は悅ぶ。 

■高句麗［程名振を即日右驍衛將軍］上は洺州刺史の程名振が善く兵を用いると聞き，召して方略を問

い，其の才敏を嘉し，之を勞勉して，曰く、 

「卿は將相之器有り，朕は方に將に任使せんとす。」 

名振は失して拜謝せず，上は試みに責怒し，以て其の為す所を觀，曰く、 

「山東（関東の意味）の鄙夫は，一刺史を得，以て富貴極まれりと為す邪！敢えて天子之側に於いて，言語

粗疏なり。又た復た拜せず！」 

名振は謝して曰く、 

「疏野之臣，未だ嘗て親しく聖問を奉ぜず，適々方に心に對える所を思う，故に拜を忘れる耳。」 

舉止自若たり，應對は愈々明辯なり。上は乃ち歎じて曰く、 

「房玄齡は朕の左右に處ること二十餘年，朕が餘人を譴責するを見る毎に，顏色は主無し。名振は平生未

だ嘗て朕を見ず，朕は一旦之を責め，曾て震懾する無く，辭理は失わず，真の奇士也！」 

即日右驍衛將軍に拜す。（11-247p） 

■高句麗［水陸両軍発動］甲午（30-7+1=２４日），刑部尚書の張亮を以て平壤道行軍大總管と為し，江、

淮、嶺、硤（続は峡、峡中の諸州は蘷・峡・歸）の兵四萬，長安、洛陽の募士三千，戰艦五百艘を帥い，萊州（現・

山東省煙台市萊陽市）より海に泛びて平壤に趨かしむ。又た太子の詹事、左衛率の李世勣を以て遼東道行軍大

總管と為し，步騎六萬及び蘭、河二州の降胡を帥いて遼東に趣かしめ，兩軍勢いを合せて並進す。庚子

（36-7+1=３０日），諸軍は大いに幽州に集まり，行軍總管の姜行本、少府少監の丘行淹を遣わして先ず衆

工を督して梯沖（攻城用の衝角付櫓）を安蘿山に造らしむ。時に遠近の勇士は應募し及び攻城器械を獻じる者

は勝げて數える可からず，上は皆な親ら損益を加え，其の便易を取る。又た手詔して天下に諭して，以わ

く、 

「高麗の蓋蘇文は主を弒し民を虐し，情として何の忍ぶ可きや！今幽、薊に巡幸し，罪を遼、碣の問わん

と欲し，過ぎる所の營頓は，勞費を為す無かれ。」 

且つ言う、 

「昔隋の煬帝は其の下に殘暴し，高麗王は其の民に仁愛す，亂を思う之軍を以て安和之衆を撃つ，故に成

功する能わず。今必勝之道を略言すれば五有り。一に曰く大を以て小を撃つ，二に曰く順を以て逆を討

つ，三に曰く治を以て亂に乗る，四に曰く逸を以て勞に敵（続は待）す，五に曰く悅を以て怨に當たる，何

ぞ克たざるを憂うるや！元元に佈告す，疑懼を為す勿かれ！」（胡三省曰く、太宗は高麗を以て必ず克つ可しと為し、

而して卒に克たず。所謂常勝の家は興に敵を慮り難きなりと） 

是に於いて凡そ頓捨供費之具（縣×）は，減ずる者は太半なり。 
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■高句麗［李大亮は高句麗討伐中止を遺言］十二月，辛丑（37-36+1=２日），武陽懿公の李大亮は長安に

卒し，遺表して高麗之師を罷めんと請う。家に米五斛，布三十匹を餘す。親戚は早く孤となり大亮の養う

所と為り，之を喪すること父の如き者十有五人。 

■壬寅(38-36+1=３日)，故の太子の承乾は黔州に卒し，上は之が為に朝を廢し，葬るに國公の禮を以て

す。 

■新羅 百濟甲寅（50-36+1=１５日），諸軍及び新羅、百濟、奚、契丹に詔して分道して高麗を擊たしむ。 

■突厥 薛延陀［突厥と薛延陀の対立］初め，上は突厥の俟利苾可汗を遣わして北に河を渡らしめ（前巻十

五年にあり），薛延陀の真珠可汗は其の部落の翻動するを恐れ，意は甚だ之を惡み， 豫
あらかじ

め輕騎を漠北に蓄

え，之を擊たんと欲す。（胡三省曰く、夷狄は大種に畏服するは其の天性なり。俟利苾は祖父の余威を承け、中国の大援に依り、

還りて部落に主たり。薛延陀は漠北によると雖も、突厥の種類と鉄勒の諸部と、旧突厥に属す。俟利苾の来るを聞けば、恐らくは翻って

之に従わん。故に甚だこれを悪むと）上は遣使して戒敕し相い攻めるを得る無からしむ。真珠可汗は對えて曰く、 

「至尊は命有り，安んぞ敢えて不從わざるや！然れども突厥は翻覆して期し難し，其の未だ破れざるの

之時に當たりては，歲ごとに中國を犯し，殺人は千萬を以て計る。臣は以為えらく至尊は之に克ち，當に

剪きて奴婢と為し，以て中國之人に賜うべし。乃ち反って之を養うこと子の如し，其の恩德は至れり矣，

而るに結社率は竟に反す（195 巻十三年にあり）。此の屬は獸心なり，安んぞ人理を以て待つ可けん也！臣は恩

を荷なうこと深厚なり，請う至尊の為に之を誅さん。」 

是より數々相い攻む。 

■［突厥の俟利苾は入朝］俟利苾之北に渡る也，衆十萬有り，勝兵は四萬人，俟利苾は撫御する能わず，

衆は愜服（心服）せず。戊午（54-36+1=１９日），悉く俟利苾を棄てて南に河を渡り，勝（勝州を京師を去ること

1830 里。山西の托克托・薩拉齊の二県、蒙古の顎爾多斯左翼及び茂明安の地を兼ねる、現・オルドス市）、夏（夏州は京師を去ること 1110

里。陝西省楡林道横山県の西に在り、現・楡林市横山区）之間に處らんと請う。上は之を許す。群臣は皆な以為く、（11-

248p） 

「陛下は方に遼左に遠征し，而して突厥を河南に置き，京師を距てること遠からず，豈に後慮と為らざる

を得んや！願わくは留まりて洛陽に鎮して，諸將を遣わして東征すべし。」 

上は曰く、 

「夷狄も亦た人なる耳，其の情は中夏と殊ならず。人主は德澤の加わらざるを患え，必ずしも異類を猜忌

せず。蓋し德澤洽
あまね

ければ，則ち四夷も一家の如くなら使む可し。猜忌は多ければ，則ち骨肉も仇亂（続は

仇敵）と為すを免れず。煬帝は無道にして，人を失うこと已に久しく，遼東之役は，人は皆な手足を斷ち

以て征役を避け，玄感（182 巻隋の煬帝大業九年にあり）は運卒を以て黎陽に反し，戎狄が患いを為すに非ざる

也。朕は今高麗を征し，皆な行くを願う者を取り，十を募りて百を得，百を募りて千を得る，其の軍に從

うを得ざる者，皆な憤歎鬱邑し，豈に隋之怨民を行くに比せん哉！突厥は貧弱にして，吾は收め而して之

を養い，計るに其の恩を感じる，骨髓に入らん，豈に肯て患いを為さんや！且つ彼は薛延陀と嗜欲は略ぼ

同じ，彼は北して薛延陀に走らず而して南して我に歸す，其の情は見る可し矣。」 

顧みて褚遂良に謂って曰く、 

「爾は起居に知たり，我が為に之を志
しる

せ，今より十五年，突厥之患い無きを保つ。」 

俟利苾は既に衆を失い，輕騎にて入朝し，上は以て右武衛將軍と為す。 
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太宗文武大聖大廣孝皇帝中之下貞觀十九年（乙巳，６４５年） 

■春，正月，韋挺は先ず行きて漕渠（蓋し曹操が烏丸を伐つとき開く所の泉州渠なり）を視ず，運米六百餘艘、盧思

台（幽州を去ること 800 里）の側に至り，淺塞して進む能わざるに坐し，洛陽に械送す。丁酉（33-6+1=２８日），

除名し，將作少監の李道裕を以て之を代わらしむ。崔仁師も亦た坐して免官される。 

■滄州刺史の席辯は贓污に坐し，二月，庚子（36-35+1=２日），朝集使に詔し臨觀し而して之を戮せしむ。 

■［太宗は洛陽を出発］庚戌（46-35+1=１２日），上は自ら諸軍を將いて洛陽を發し，特進の蕭瑀を以て

洛陽宮の留守と為す。乙卯（51-35+1=１７日），詔す、 

「朕は定州を發するの後，宜しく皇太子をして國を監せ令むべし。」 

開府儀同三司致仕の尉遲敬德は上言す、 

「陛下は親ら遼東を征し，太子は定州に在り，長安、洛陽の心腹は空虛なり，恐らくは玄感之變有り。且

つ邊隅の小夷は，以て萬乘を勤むに足らず，願わくは偏師を遣わして之を征すべし，期を指して殄くす可

からん。」 

上は從わず。敬德を以て左一馬軍總管と為し，行に從わ使む。 

■丁巳（53-35+1=１９日），詔して殷の太師比干に謚して忠列と曰い，所司は其の墓を封じ，春秋は祠る

に少牢を以てし，隨近五戶を給して灑掃に供せしむ。 

■［房玄齡は専決すべし］上之京師を發する也，房玄齡に命じて便宜を以て事を從うを得，復た奏請せざ

らしむ。或は留台に詣り密有りと稱し，玄齡は密謀の在る所を問い，對えて曰く、 

「公は則ち是れ也。」（11-249p） 

玄齡は行在に驛送す。上は、 

「留守に表有り密を告げる人を送る」 

と聞き，上は怒り，人をして長刀を前に持せ使め而して後、之を見，問う、 

「告げる者は誰と為すや」 

曰く、 

「房玄齡なり。」 

上は曰く、 

「果たして然り。」 

叱して腰斬せ令む。璽書もて玄齡を讓めるに以て自ら信じる能わず， 

「更に是くの如き者有れば，之を專決すべし。」 

■癸亥（59-35+1=２５日），上は鄴（本は相州の治所）に至り，自ら文を為りて魏の太祖（曹操）を祭り，曰く、 

「危きに臨み變を制し，敵を料りて奇を設ける，一將之智は餘り有り，萬乘之才は足らず。」 

■是の月，李世勣の軍は幽州（北京）に至る。 

■高句麗［太宗の東征の配慮］三月，丁丑（13-5+1=９日），車駕は定州に至る。丁亥（23-5+1=１９日），

上は侍臣に謂って曰く、 

「遼東は本は中國之地なり，隋氏は四たび師を出し（隋の文帝は開皇十八年、煬帝の大業八年・九年・十年）而るに得

る能わず。朕は今東征し，中國の為に子弟之仇を報い(中国の人は其の父兄が高麗に死す)，高麗の為に君父之恥

を雪がんと欲する耳（蓋蘇文は其の主を殺す）。且つ方隅大いに定まり，惟だ此れ未だ平らがず，故に朕之未だ

老いざるに及び，士大夫の餘力を用い以て之を取らん。朕は洛陽を發してより，唯だ肉飯を啖い，春蔬と
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雖も亦た之を進めず，其の煩憂を懼れる故也。」 

上は病卒を見，召して御榻の前に至らしめて存慰し，州縣に付して之を療せしむ，士卒は感悅せざるは莫

し。征名に預らざる有り（東征の名籍に預らざる者を謂う），自ら私裝を以て軍に從わんことを願うもの，動
やや

もす

れば千を以て計（討×）る，皆な曰く、 

「縣官の勳賞を求めず，惟だ願わくは死を遼東に效さん！」 

上は許さず。 

■［太宗は定州を発す］上は將に發せんとし，太子は悲泣すること數日，上は曰く、 

「今汝を留めて鎮守せしめ，輔けるに俊賢を以てし，天下をして汝の風采を識ら使めんと欲す。夫れ國を

為す之要は，進賢を進め不肖を退け，善を賞し惡を罰し，至公にして私無きに在り，汝は當に努力して行

此を行うべし，悲泣して何をか為さん！」 

開府儀同三司の高士廉に命じて太子の太傅を攝し，劉洎、馬周、少詹事（秦の官。漢より以来東宮内外の衆務を掌

る。唐に至りて、少詹事一人を置く、正四品上）の張行成、右庶子の高季輔と同じく機務を掌り，太子を輔けしむ。

長孫無忌、岑文本は吏部尚書の楊師道と與に從行す。壬辰（28-5+1=２４日），車駕は定州を發し，親ら弓

矢を佩び，手づから雨衣を鞍後に結ぶ。長孫元忌に命じて侍中を攝し，楊師道をして中書令を攝せしむ。 

■高句麗［李世勣は遼水を渡る］李世勣の軍は柳城（営州治所、現・朝陽市）を發し，多く形勢を張り，懷遠

鎮（営州に懷遠守捉白有り）に出でる者の若く，而して師を潛めて北して甬道（隋は浮橋を起こし、遼水を渡りて築く）

に趣き，高麗の不意に出でる。夏，四月，戊戌（34-34+1=１日）朔，世勣は通定（通定鎮は遼水の西に在り。隋

の大業八年に遼を伐ちて置く所）より遼水を濟り，玄菟（漢の武帝は玄菟郡を開き、沃沮に治す。後に郡を句麗県に徒す）に至

る。高麗は大いに駭き，城邑は皆な閉門して自ら守る。壬寅（38-34+1=５日），遼東道副大總管の江夏王

の道宗は兵數千を將いて新城に至り，折衝都尉の曹三良は十餘騎を引いて直ちに城門を壓し，城中は驚

擾し，敢えて出ずる者無し。（11-250p）營州都督の張儉は胡兵を將いて前鋒と為し，進みて遼水を渡り，

建安城（遼東城より西行すること三百里にして建安城に至る。奉天省遼瀋道鉄嶺県東北、現・蓋州市の青石嶺鎮）に趨き，高麗兵

を破り，斬首は數千級。 

■太子は高士廉を引いて榻を同じくして事を視，又た更に士廉の為に案を設け令めんとし，士廉は固辭

す。 

■高句麗［岑文本は軍中で過労死］丁未（43-34+1=１０日），車駕は幽州を發す。上は悉く軍中の資糧、

器械、簿書を以て岑文本に委ね，文本は夙夜（鳳夜×）勤力し，躬ら自ら料配し，籌（計算する所）、筆は手を

去らず，精神耗竭し，言辭舉措（脳梗塞か）は，頗る平日に異なる。上は見而して之を憂い，左右に謂って

曰く、 

「文本は我と同行すれども，恐らくは我と同じく返さず。」 

是の日，暴疾に遇い而して薨ず。其の夕，上は嚴鼓（疾撃の鼓）の聲を聞き，曰く、 

「文本は殞沒す，聞くに忍ばざる所なり」 

と，命じて之を撤せしむ。時に右庶子の許敬宗は定州に在り，高士廉等と共な機要を知る。文本は薨じ，

上は敬宗を召し，本官を以て中書侍郎を檢校せしむ。 

■高句麗［李世勣らは蓋牟城を拔く］壬子（48-34+1=１５日），李世勣、江夏王の道宗は高麗の蓋牟城（遼

東城東北にあり、ここに蓋州を置く、現・遼寧省営口市蓋州市）を攻める。丁巳（53-34+1=２０日），車駕は北平（旧唐志

に平州に隋は北平郡と為す、現・天津市薊州区）に至る。癸亥（59-34+1=２６日），李世勣等は蓋牟城を拔き，二萬

餘口，糧十餘萬石を獲る。 



18 

 

■高句麗［張亮は海路卑沙城を落す］張亮は舟師を帥いて東萊より渡海し，卑沙城を襲い，其の城の四

面は懸絕にして，惟だ西門のみ上る可し。程名振は兵を引いて夜至り，副總管の王大度は先ず登り，五月，

己巳（5-4+1=２日），之を拔き，男女八千口を獲る。總管の丘孝忠等を分遣して兵を鴨綠水（平壌城の西北 450

里、源は靺鞨の長白山より出る）に曜かす。 

■高句麗［遼東城の合戦］李世勣は進みて遼東城下に至る。庚午（6-4+1=３日），車駕は遼澤に至り，泥

淖二百餘里，人馬は通る可からず，將作大匠の閻立德は土を布き橋を作り，軍は行を留めず。壬申（8-

4+1=５日），澤東に渡る。乙亥（11-4+1=８日），高麗の步騎四萬は遼東を救い，江夏王の道宗は四千騎を

將いて之を逆擊し，軍中は皆な以為く、 

「衆寡懸絕す，溝を深くし壘を高くし以て車駕之至るを俟つに若ず。」 

道宗は曰く、 

「賊は衆を恃み，我を輕んじる心有り，遠來して疲頓す，之を擊てば必ず敗れん。且つ吾が屬は前軍と為

る，當に道を清め以て乘輿を待てば，乃ち更に賊を以て君父に遺さん（漢の耿弇の言）乎！」 

李世勣は以て然りと為す。果毅都尉の馬文舉は曰く、 

「勁敵に遇わざれば，何を以て壯士を顯わさん！」 

馬を策
むち

うちて敵に趨き，向かう所皆な靡き，衆心は稍安ず。既に合戰し，行軍總管の張君乂は退き走り，

唐兵に利あらず，道宗は散卒を收め，高きに登り而して望み，高麗の陳の亂れるを見，驍騎數十と之を沖

き，左右出入す。李世勣は兵を引いて之を助け，高麗は大敗し，斬首は千餘級。 

■高句麗［太宗は遼東城を親ら降す］丁丑（13-4+1=１０日），車駕は遼水を渡り，橋を撤し，以て士卒之

心を堅くし，馬首山に軍し，江夏王の道宗に勞い賜い，馬文舉を中郎將に超拜し，張君乂を斬る。上は自

ら數百騎を將いて遼東城下に至り，土卒が土を負いて塹を填めるを見，上は其の尤も重き者を分けて，馬

上に於いて之を持し，從官は爭いて土を負いて城下に致す。李世勣は遼東城を攻め，（11-251p）晝夜息ま

ず，旬有二日，上は精兵を引いて之に會し，其の城を圍むこと數百重，鼓噪の聲は天地を震わす。甲申

（20-4+1=１７日），南風は急なり，上は銳卒を遣わして沖竿之末に登り，其の西南樓を爇
や

かしめ，火は城

中を延燒し，因りて將士を麾きて城に登らしむ，高麗は力戰するも敵する能わず，遂に之に克ち，殺す所

は萬餘人，勝兵萬餘人，男女四萬口を得，其の城を以て遼州と為す。 

■高句麗［太宗に感激して、契苾何力も奮闘］乙未（31-4+1=２８日），白巖城に進軍す。丙申（32-4+1=

２９日），右衛大將軍の李思摩は弩矢に中たり，上は親ら之が為に血を吮う。將士は之を聞き，感動せざ

るは莫し。烏骨城は兵萬餘を遣わして白巖の聲援を為し，將軍の契苾何力は勁騎八百を以て之を擊ち，何

力は挺身して陳を陷し，槊は其の腰に中たる。尚輦奉御の薛萬備は單騎にして往きて之を救い，何力を萬

衆之中に拔き而して還る。何力は氣は益々憤し，瘡を束ね而して戰い，從騎は奮擊し，遂に高麗の兵を破

り，奔るを追うこと數十里，斬首は千餘級，會々暝
ひく

れ而して罷む。萬備は，萬徹之弟也。 

 

令和 6年 9月 24日 翻訳開始 11255文字 

令和 6年 10月 2日 翻訳終了 23165文字 


